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論文
マルクスの「市場価値論」について (3)
東 井 正 美
V いわゆる「不明瞭な箇所」について
最後に，いわゆる「不明瞭な箇所」を検討することにしよう。この箇所をど
のようなものとして理解されなければならないのかという点に関してこんにち
でもかならずしも明確に解明されていないようである。では，この「不明瞭な
箇所」における市場価値の諸規定は需給比率との関連においてどのようなもの
として理解されるべきであろうか。この問題について考えてみよう。
(l 不明瞭な〔I〕の箇所
まず，不明瞭な〔I〕の箇所は，下記の通りである。「ただ異常な諸組合せ
のもとにおいてのみ，最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される
諸商品が市場価値を規制するのであって，その市場価値もやはり諸市場価格の
変動の中心をなす一ーと言っても，諸市場価格は同種の諸商品にとっては同一
である」。
この箇所でまず問題となるのは，「異常な諸組合せ」 (aul3erordentlicheKorn-
binationen)をどのようなものとして考えればよいのか， ということである。
これまで，わたしはこれを需給の不一致としてとらえてきた1)。しかし，こ
のとらえかたには難点がある。マルクスは述べている。「市場価値が何であろ
1)拙稿「いわゆる「不明瞭な箇所」ーマルクスの市場価値論について」， 関西大学「経
済論集」第17巻第5号 il967年12月）。拙稿「マルクスの「市場価値」論について」，
関西大学「経済論集」第19巻第 6 号 (1970年 2 月）。拙稿「市場価値と需給関係—
「市場価値」論(2)」，関西大学『経済論集」第20巻第 1号 (1970年 5月）。
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うと，それが出てくるためには，需要と供給とが均衡を得ていなければならな
いということは，凡庸な経済学者でさえ認めざるをえない。すなわち，需要と
供給との比率が市場価値を説明するのではなく，逆に，市場価値が需要と供給
との諸変動を説明するのである」2)。かように述べられてあることからして，
最悪規定の場合の市場価値も，最良規定の場合の市場価値も，これらが出てく
るためには，需要と供給とが均衡を得ていなければならないということになる
であろう。このことは，「異常な諸組合せ」を需給の不一致としてとらえるこ
とに抵触する。これがその難点のひとつである。
いまひとつの難点はこうである。「異常な諸組合せ」を需給の不一致として
考えるなれば，需要と供給との比率が市場価値そのものを規定することになる
であろう。もしそうだとすれば，需給関係が市場価格を規定するのであるか
ら，この需給関係が市場価値をも規定すること． になるであろう。したがって，
需給関係が，一方で市場価値を規定し，他方で市場価格をも規定する。これは
まったくおかしい。というのは，市場価値は，あくまでも，価格ではなくして
価値の概念であるかぎり，、市場価値は， 「平均的に必要な， または社会的に必
要な労働時間」によって規定されなければならないからである。これは明らか
に論理的矛盾である。そしてこの点が， 「不明瞭な箇所」とか「曖昧な箇所」
とかよばれ，重要な争点のひとつをなしてきたのである。
これらの難点からしても，「異常な諸組合せ」を需給の不一致として考える
ことはできないであろう。とはいえ，この「組合せ」が全然需給比率と関連が
ないとはいいきれないであろう。というのは， 「このこと〔最悪規定〕が可能
なのは，需要が普通の需要を越えるか，または供給が普通の供給以下に下がる
かする場合である」 (Bの4)と述べられてあることからして，この「異常な諸
組合せ」は需給関係と何らかの意味で関連していることは明らかであるからで
ある。そこで問題となることは， 「異常な諸組合せ」を需給との関連において
2) K皿， 218:Werke, 19'i'. 向坂訳本1/皿； 237a長谷部訳本⑧166。、委員会訳本④241。
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どのように考えればよいのであろうか，ということである。以下，この点につ
いて考えてみよう。
まず，「普通の供給量」 (dasgewohnliche Quantum der Zufuhr)と「普通の
需要」 (diegewohnliche Nachfrage)とについて考えよう。 ． 
マルクスは，「まったく無益な細目に立ち入らないようにするために， ここ
では各特定産業部門における年再生産の量を念頭におき，その際，種々の商品
がもっ，市場から引き上げられて，たとえば翌年の消費のために貯えられると
いう能力の大小を，度外視し」て，「市場に存在する生産物， または市場に供
給されうる生産物」を考察する。
「この年再生産は，まず第 1に，一定の量を，商品量が不連続量とーして計量
されるか，連続量として計量されるかに従って，量目か個数かを，表現する。
それは，人間の諸欲望を充たす使用価値であるのみではなく，これらの使用価
値が，与えられた一つの大いさにおいて，市場に存在するのである。」「市場に
存在する商品の量と，この商品の市場価値とのあいだには，次のような関係が
生ずるだけである。労働の生産性の与えられた基礎の上では，各特殊生産部面
において，一定量の商品の生産には，一定量の社会的労働時間を必要とする。」
「分業によって，この特定の商品の生産に，その労働を振り向けることを任と
する社会部分は，その欲望を充たす諸商品に表示された社会的労働によって，
一つの等価を受取らねばならない。しかし，一方における，ある社会的商品に
振り向けられている社会的労働の総量，すなわち，社会がこの商品の生産に振
り向ける社会の総労働の可除部分，したがって，この商品の生産が総生産にお
いて占める大いさと，他方における，社会が，かの特定の商品によって充たさ
れる欲望の充足を要求する大いさとのあいだには，何らの必然的関連も存在せ
ず，ただ偶然的関連が存在するにすぎない。」「しかし，一定の商品の生産に振
り向け・られる社会的労働の大いさが，充たされるべき社会的欲望の大いさに合
致し，したがって，生産された商品量が，需要が不変な場合の再生産の普通の9
規模に合致するならば，商品はその市場価値どおりに売られる。諸商品の価値
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どおりの交換，または販売は，諸商品の均衡のもつ合理的なものであり，その
自然的法則である。これから出発して，諸偏侮が説明されるべきであって，逆
に諸偏侍から，法則そのものが説明されるぺきではないのであるJS)。
ここに「生産された量が，需要が不変な場合の再生産の普通の規模に合致す
るならば，云々」という場合に，生産された量が現実の供給量のことで， 「再
生産の普通の規模」 (diegewohnliche Mal3stab der Reproduktio~) が「普通の
供給量」 (dasgewohnliche Quantum der Zufuhr)のことであろう。そして，
「需要が不変な場合」というくだりでの，需要が「普通の需要」のことであろ
う。すなわち，「再生産の普通の規模」が「普通の供給量」のことであり， 他
方，「普通の供給量」に見合う需要が「普通の需要」＇のことであろう。 したが
って，「普通の供給量」と「普通の需要」とは，概念的に，一致している。
この「普通の供給量」イコール「普通の需要」の尺度は，たとえそれらがi"
場においも「商品量が不連続量として計量されるか， 連続量として計量され
るかに従って，量目か個数」かで表示されているとはいえ，労働量，または労
働時間でなければならないであろう。したがつて， 「普通の供給量」の生産に
必要な労働時間は，これによって欲望を充足させようと要求する社会部分から
等価の労働時間を受取らねばならない。、それゆえに， 「普通の需要」も， これ
によって欲望を充足させようとする社会部分から受取るぺき等価の労働時間に
よって測定されなければならない4)。
3) K:nr, 212-13 : Werke, 1569-7. 向坂訳本1/II。229-300長谷部訳本⑧161-620。
委員会訳本④234-36。
4)この点にっいて，高島永幹教授は以下のごとく述べているのは，きわめて示唆的であ
る。
「実際，市場に現われる社会の需要および供給は，一定盤の使用価値に関する要求
であり，提供であるとともに，また，すでに成立せる価値の一定量についての要求で
もあり，提供でもある。だが，需要についていえば，それば一定量の価値に対する要
求であるにしても，その要求は，発達した商品経済のもとにおいては，つねに，これ・
と等価に引き換えられるべき一定量の貨幣，つまり最も一般的直接的な交換可能の形
態にある価値の一定量をもって提示される。しかし，一定盤の貨幣ないし価値として
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この「普通の供給量」と「普通の需要」の結合とが， 普通の組合せという
ことであろう。もしそうだとすれば，「異常な諸組合せ」とは，「需要が普通の
需要を越えるか，または供給が普通の供給以下に下がるかする場合」のことで
あろう。「異常な諸組合せ」はかく解いされるべきであろう。
'ところで，マルクスは，需給の一致というときには，市場に存在する商品量
が「不連続羅として計量されるか，連続量として計量されるかに従って」表示
される「量目か個数か」による一致を考えていたと思われる。換言すれば，同
ー産業部門において生産され同一市場に供給される同種の諸商品がすべて売り
つくされる場合には，このことが需給の一致としてとらえられていたと思われ
る。大島雄ー教授が「厳密にいえば， 商品が販完されたかぎりでは， 販売量
については需要供給は一致しているわけである」5)といわれているが， なにも
「厳密に」言わな＜ても，商品が販売されたかぎりでは，霊要の量は供給の量
と一致しているのである。この量的一致の場合には，この商品量を生産するた
めに使用された社会的労働の大いさは，かならずしも充たされるべき社会的欲
望の大いさに一致しているとはいえないであろう。
かように，「商品量が販売されたかぎりでは， 販売羅については需要供給は
一致しているわけである」。しかしこの場合には販売量の生産に使用された社
みずからを表明する需要も，それは，本来「社会的必要労働時間」一~社会の総労働
のうちから社会の必要とする特定商品の生産のために振り向けるべく要求している労
働時間—の一定量を意味するものである」。・「他方， 供給についていえば，、 これま
た，すでに成立している価値の前提のもとでは，一定景の貨幣と等価に引き換えられ
るべき一定量の価値の提供として現われるが，これは，いうまでもなく，供給商品の
生産上における「社会的必要労働時間」の一定量を示すものであり，かつ価値羅規定
要因としてのそれと同義のものである」。高島永幹，前掲稿，前掲誌， 183ページ。
5) 大島雄ー「価格と資本の理論」（未来社~1965年 1 月） 350ページ。
なお，先に，「需要と供給の一致とは，高島永幹氏が指摘されたように，『一般に俗
学的見解のように，生産された市場へ供給される商品最が，その価格のいかんを問わ
ず，すべて売りつくされるということではない』」 と書いたが， これはまちがってい
た。まさしく，需要と供給の-致とは， 「生産された市場へ供給される商品量が， そ
の価格のいかんを問わず，すべて売りつくされるということ」なのである。
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会的労働の大いさが，充たされるべき社会的欲望の大いさに合致しているかど
うかはわからないであろう。マルクスが「市場価値が何であろうと，それが出
てくるためには，需要と供給とが均衡を得ていなければならない」という場合
の需給一致とは，かかる意味での需給一致と見なされるべきであろう。
かかる意味での，需給の変動こそは，市場価格を市場価値—最悪規定と蚊
良規定の場合の市場価値をも含めて—から偏俺せしめる。中位規定，最悪規
定，最良規定の場合のいずれでも，市場価値は，需給変動による諸市揚価格0)
変動の中心をなす。もっとも，諸市場価格は，同種の諸商品にとっては同一で
ある。
いま，この問題を，表 5「市場価値に関する諸規定」において例示しよう。
「中位規定」の場合は，「この商品量が普通の供給量であると仮定し」， 「こ
の商品量に対する需要もまた，普通のものであるならば，商品はその市場価値
どおりに売られる」という場合を，もっとも典型的に表示しているのである。
この場合には「総価値量」と「総市場価値量」とは相等しい。 この「総価値
量」が「普通の供給量」である。「総市場価値量」が「普通の需要」と考えて
よいであろう。というのは，「この， ここで抽象的に述べられた， 市場価値0)
確定は，現実の市場では買い手のあいだの競争によって媒介される，もっとも
それは，需要が，ちょうど商品量をかように確定された価値をもって吸収する
だけの大いさであることを，前提してのことである」 (Fの19)と述べられてあ
ることからして，需要は，市場価値によって表現されている労働時間と考えれ
ばよいからである。したがって，総価値量＝市場価値量ということは， 「普通
の供給量」＝「普通の需要」ということと同じであるであろう。
なお，・ついでに述べておけば，この「中位規定」の場合には，市場価値は，
中位価値，または平均価値， したがってまた，中位的平均価値に等しいのであ
る。
さて，「異常な諸組合せ」とは，［需要が普通の需要を越えるか，または供給
が普通の供給以下に下がるかする場合」のことであろう。 したがって， 「ただ
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異常な諸組合せ」のもとでのみ，最悪規定が可能であるということは，不明瞭
な〔I〕の箇所において最悪規定が可能なのは「需要が普通の需要を越える
か，または，供給が普通の供給以下に減少するかする場合のみである」と述べ
られてあることとは同一の内容をもつ。したがって，この点についてはさらに
不明瞭な _(II〕の箇所で述べることにしよう。
(2) 不明瞭な〔I〕の箇所について
不明瞭な〔I〕の箇所とはつぎの箇所である。
「これに反して，需要が強くて，最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の
価値によって，価格が規制されても需要が収縮しないほどであれば，これらの
商品が市場価値を規定する。このことが可能なのは，需要が普通の需要を越え
るか，または，供給が普通の供給以下に減少するかする場合のみである。最後
に，＇生産される諸商品の量が，中位の市場価値で販路を見出す程度以上に大き
ければ，最良の諸条件のもとで生産される諸商品が，市場価値を規制する」。
同一市場において同種の諸商品は， 一般的な価値 (derallgemeine Wert), 
または共通的な価値(gemeinschaft且cherWert~ をもたなければならない。一般
的な価値，• または共通的な価値こそが市場価値である。マルクスは述べてい
る；「この商品量は一定の市場価値をもっ，この市場価値は， 単位として役立
つ商品，または商品量の市場価値の倍数をもって表現されうる。したがって， 9
市場に存在する商品量の量的大いさと，それらの市場価値とのあいだには，何
らの必然的関連も存在しない℃ としヽうのは，たとえば諸商品のうちのあるもの 1 
は，とくに高い価値をもち，他のものはとくに低い価値をもっており，したが
づて，与えられた一価値額が，ある商品の非常に大きな量においても，他の商
品の非常に小さな量におし1ヽ ても，表示されうるからである」6)0
所与の「一価値額が，ある商品の非常に大きな量においても，他の商品の非
常に小さな量においても，表示されうる」のは，最悪規定と最良規定の場合で
6) KIi[, 212 : Werke, 196. 向坂訳本1/皿，230。長谷部訳本⑧161。委員会訳④234ー 35。
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ある。これらのいずれの場合でも，個別的価値総額と市場価値総額とは一致し
ない。
マルクスは，最悪規定が可能となる理由についてつぎのように説明する。
この〔I〕の箇所のすぐ前につぎのように述べられてある。
「最悪の諸条件のもとで生産される諸商品が売れることは需要を充たすため
に，その商品が必要であることを説明する，と言ってみても何の役にも立たな
い。想定された場合において，価格が中位の市場価値よりも高いとすれば，需
要がより小さくなるであろう。これに反して，需要が強くて，最悪の諸条件の
もとで生産される諸商品の価値によって，価格が規制されても需要が収縮しな
いほどであれば，これらの商品が市場価値を規定する」。
かように，「需要が強くて，最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の価値
によって，価格が規制されても需要が収縮しない」なれば，最悪規定が可能と
なるのである。したがって，最悪規定の成立の理由づけとしての「支配大量
説」は無用のものと考えられるであろう。たとえば， 130円の商品が最悪の諸
条件のもとで20個つくられ， 129円の商品が中位的諸条件のもとで70個つくら
れ， 110円の商品が最良の諸条件のもとで10個つくられたと仮定しよう。最悪
の諸条件のもとでつくられた諸商品の個別的価値一~貨幣で表現すれば 130 円
—ーによって価格が規制されても，需要が強くて，需要が収縮しないほどであ
れば，これらの商品の個別的価値が市場価値を規制するであろう。
最悪規定がどうして生じうるのかについて，上の説明で十分と思われるにも
かかわらず，さらにマルクスはつぎの説明を加える。このことが可能なのは，
「需要が普通の需要を越えるか，または，供給が普通の供給以下に減少するか
する場合のみである」と。例えば，表5 「市場価値に関する諸規定」の「最悪
規定」の場合には，「普通の需要」が12,600労働時間であったのにもかかわら
ず，需要がこの普通の需要を越えて， 13,000労働時間になるならば，最悪の諸
条件のもとで生産された個別的価値が市場価値を規定することになるというの
である。または，普通の供給が13,000労働時間であったにもかかわらず，供給
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がこの普通の供給以下に減少して12,600労働時間になったなれば，最悪規定が
可能だといっているのである。このような最悪規定の場合には，個別的価値総
量と市場価値総量とはアンバランスになり，後者は前者を上回るのである。
マルクスは，同じ (Il〕の箇所で最良規定が可能な場合について述べてい
る。「最後に，生産される諸商品の量が，中位の市場価値で販路を見出す程度
以上に大きければ，最良の諸条件のもとで生産される諸商品が，市場価値を規
制する」。この説明はパズルであるであろう。強いて解釈すればつぎのように
なる。例示すれば，表5OJ「最良規定」の場合には， 120という '-1位の市場価
値で見出す販路が11,000労働時間一一個数にして91%個＿であるにもかかわら
ず， 11,400労働時間一一個数にして100個一ーも販路以上に生産されたと想定し
よう。この場合には，蚊悪の諸条件のもとで生産された商品量が市場価値を規
定するというのであろう。この場合にも，個別的価値総量と市場価値総量とは
一致しないであろう。
この「最良規定」の成立についてつぎのようにも説明されるであろう。再生
産が，与えられた市場価値＝平均価値を調節した規模とは，異なる規模で行な
われるので，需要が不変であるのに供給が変化して，相対的な過剰生産が現わ
れたとしよう。このばあいには，需要＝「普通の需要」が不変であるのに，生
産された量が「普通の供給量」以上であったのである。または，生産された量
が不変で，再生産の普通の規模に合致しているにもかかわらず，需要が減退し
て「普通の需要」よりも小さくなったとしよう。以上のいずれのばあいでも，
最良の諸条件のもとでの商品量の個別的価値が市場価値を規制するというので
ある。最良規定については，不明瞭な〔皿〕の箇所でさらに検討しよう。
最後に，市場価格と市場価値の相互関係という点から，蚊悪規定について検
討しよう。
〔G〕 需給変動による市場価格の市場価値からの偏俺について
(20) 「種々の個別的価値が一つの社会的価値に，前にのべた市場価値に，均等化さ
れていなければならない。そしてそのためには，同種諸商品の生産者たちのあいだの競｀
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表5 市場価値にかんする諸規定
（剰余価値率=100彩）
1諸条件別 l 個別的価値 商品量 価値総計 市場価値総計
中 最悪
（個）
130=70+30+30 10 1300=700+300+300 1200=120Xl0 
中位 120=80+20+20 80 9600 = 6400+ 1600 + 1600 9600=120~80 
位 最良 110=90+10+10 10 1100=900+100+ 100 1200~120X 10 
規 計. lQO'12000=8000+2000+2000 12000=120X 100 
定 社会的平均 120=80+20+20 11 20=80+20+20 120:;:12000/100 
最 最悪
130=70+30+30 70 9100=4900+2100+2100 9100=130X,70 
中位 、120=80+20+20 ,20 2400=1600+40.0+400 . 2600 = 130)5 20 
悪 最良‘ 110=90+10+10 10 1100=900+ 100+ 100 1300=130X 10 
規 計 100 12600=7400+2600+2600 13000=130X100 
定 社会的平均I126=74+26+26・ 1 126=74+26+26 130=13000/100 
最
最悪 130=70+30+30 10 1300=700+300+300 llOO;=llOXlO 
中位 120=80+20+20 20 2400= 1600+400+400 2200=110X20 
良 最良 110=90+10+10 70, 7700=1300+700+700 7700=110X70 
規
， 
計 100 11400=8600+1400+1400 110Q0=110X'100 
定 社会的平均 114=86+ 14+~4 1 114=86+14+14 110=11000/100 
芯塁
最悪 130=70+30+30 70 9100 = 4900 + 2100 + 2100 8820=-126X70 
中位 120=80+20+.20 20 2400=600+400十AOO 2520=126X20 
最良 110=90+10+10 10 1100=900+100+100 1260==i26火・10,.._ 
店 ＇計 100 ,12600=7400+2600+2600 1260=126>< 100 
2 社会的平均 126=74+26+26 1 126=74+26+26 126=;; 1260/100 、一 ,
i 笑
最悪 130=70+30+30 10 1300=700+300+300 1140=114X 10 
中位 120=80+20+20 20'2400=1600+400+400 2280:;=114 X 20 
最良 110=90+10+10 70 、7700=6300+700+700 7980=114X70 
そ 計 100 11400=~600+1400+1400 11400=114°x ioo の
3 社会.的平均.I 114=86+14+14 1 114=86+ 14+ 14 114= 11400/100 . .,
備考 イ••数字 1 は 1 労働時間を示し，貨幣で表現されれば 1 円を示す。
ロ．平均規定（その 1)は，中位規定と同じ。
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争と，彼らが共通に彼らの諸商品を売りに出す，一つの市場の存在とを必要とする。お
のおのが個別的色彩の異なる諸事情のもとで生産される，同一の諸商品の市場価格が，
市場価値に一致して，それ以上に上がることによっても，それ以下に下がることによっ
ても，市場価値から偏筒しないためには，種々の売り手が互いに加え合う圧迫が，社会
的欲望の必要とする商品量を，すなわち社会が， それにたいして市場価値を支払いうる
だけの最を，市場に出させるに足りる大いさのものであることを必要とする。生産物量
がこの欲望を超えれば，諸商品は，その市場価値以下で売られねばならないであろう。
逆に，生産物量が充分な大いさでなければ，または，同じことであるが，売り手たちの
あいだの競争の圧迫が，この商品量を市場に出すことを彼らに強制するに足りるほど強
くないならば，商品はその市場価値以上で売られねばならないであろう。市場価値が変
化すれば，総商品量が売られうる諸条件も変化するであろう。市場価値が低落すれば，ヽ
平均して社会的欲望（ここではつねに支払能力ある欲望のことである）は拡大されて，
一定の限界内では，より多最の商品を吸収しうる。市場価値が上昇すれば，商品にたい
する社会的欲望は収縮して，より少量の商品が吸収される。それゆえ，需要と供給とが
市場価格を， あるいはむしろ市場価値からの諸市場価格の諸偏俯を， 調節するとすれ
ば，他面では，市場価値が需要と供給との比率を，または，需要と供給との諸変動が諸
市場価格を振動させる中心を，調節するのである」 7)。
(21) 「生産された商品の量と， 諸商品がその市場価値で売られるばあいの量の差
は，二つの原因から生じうる。その一つは，この量自体が変動して，過小または過大と
なるばあい， したがって，再生産が，与えられた市場価値を調節した規模とは，異なる
規模で行なわれたばあいである。このばあいには，需要は不変であるのに供給が変化し
たのであり，そのために相対的な過剰生産か，または過小生産が現われたのである。他
の一つは，再生産は，すなわち供給は不変であるが，需要が減退または増大したばあい
で，これは種々の原因から起りうる。このばあいには，供給の絶対的大いさは不変だっ
たにもかかわらず，その相対的大いさが，すなわち欲望と比較された，または欲望で測
られた，その大いさが変化したのである。結果は第1のばあいと同じで，ただ方向が逆
になっているだけである」 (Eの15)。
(22) 「大なり小なりの一期間の全体について見れば，供給と儒要とはたえず一致す
ることになる。といっても，ただ過ぎ去った運動の平均としてのみ，またそれらの矛盾
7) Kill, 206 : Werke, 190. 向坂訳本 1/il, 223。長谷部訳本③157。委員会訳本④190。
39 
478 闊西大學「継清論集」第20巻第5・6合併号
の不断の運動としてのみ，一致するのであるが。このことによって，諸市場価値から偏
荷する諸市場価格は， それらの平均数によって見れば， 諸市場価値にまで平均化され
る。すなわち，諸市場価値からの諸偏俺は，プラス・マイナスとして相殺されるからで
ある」 8)。
(23) 「需要と供給との比率は，一面では諸市場価値から諸市湯価格の諸偏侍を説明
するにすぎず，また他面では，この偏俺の止揚への，すなわち需要と供給との関係の作
用の止揚への，傾向を説明するにすぎない………。需要と供給とは，それらの不等によ
ってひき起された作用の止揚を，種々に異なる形態に遂行しうる。たとえば，需要と，
したがって市場価格とが低下すれば，このことは，資本が引き上げられ，じたがって供
給が減らされるということに，導きうる。しかし，それはまた， 必要労働時間を短縮す
る諸発明によって，市場価値自体が引き下げられ，そのことによって，市場価格に一致
させられるということにも，導きうる。逆に，需要が増加し，それとともに市場価格が
市場価値以上に上昇すれば，このことは，この生産部門に過多の資本が供給され，生産
が高められて，市場価値自体が，市場価値以下に低落するに至るということに，導きう
る。または， 他面では， 需要そのものを減退させる価格騰貴に，導きうる。それはま
た，あれこれの生産部門では，市場価値そのものが長短の期間にわたって，高まるとい
うことにも，導きうる，というのは，要求される生産物の一部分が，この期間中はより、
悪い諸条件のもとで生産されねばならないからである」9)。
(24) 「競争における当面の瞬間には，弱い方の側，それは，同時に，個々人が彼の
競争者の集団から独立に作用し，またしばしば直接に集団と反対に作用し，そしてまさ
にかくすることによって，相互の依存性を感知されうるものとする側であるが，強い方
の側は，つねに多かれ少なかれ，まとまった統一として相手方に対抗する。一定の種
類の諸商品について，需要が供給よりも大きければ， ある買い手が一ある限界内で
—他の買い手よりも高い値をつけ， かくして， その商品をすべての買い手にたいし
て，市場価値よりも高価にするのであるが，他面では売り手たちが共同して，一つの高
い市場価格で売ろうとする。逆に供給が需要よりも大きければ，ある一人がより安く売
りとばすことを始め，他の者もこれに続かねばならないのであるが，他方，買い手たち
8) Kill, 216: Werke,、200.向坂訳本1;m,. 234ふ・長谷部訳本⑧164。委員会訳本④239。
・9) Kill, 216-17: Werke, 200. 向坂訳本l/il, 235。長谷部訳本⑧165。委員会訳本
④ 239-40。
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は共同して，市場価格を，できるだけ市場価値よりも低く押し下げることにつとめる。
共同の側は，各入がそれに味方する方が，反対するよりも得をするというあいだだけ，
各人に関心をもたせる。そして，ーこの側そのものが弱い方の側となるや否や，共同はな
くなり，そのときは，・各人が自力でできるだけうまく切り抜けようとする。さらに，ぁ
る一人がより廉価に生産するならば，そして，そのときの市場価格または市場価値以下
で売ることによって，より多く売りさばくことができ，市場のより大きな場所を占める
ことができるならば，彼れはこれをなし，かくして，次第に他の者により廉価な生産の
仕方の採用を強制して，社会的に必要な労働を，新たなより低い程度に縮減する行動が
始まる」10)。
以上の諸章句は，いずれも，需給の変動による市場価格の市場価値からの偏
俺について説明したものである。ただし， (21) の章句だけは例外であって，
この章句は；「異常な諸組合せ」による市場価値の平均価値からの偏侍を説明
していると思われる。
表5「市場価値にかんする諸規定」のいずれの場合でも， 100個の商品量が
市場に供給され，その価格のいかんを問わず，売却されている。この商品量が
販売されているかぎりでは， 100個という供給量と100個という需要量は一致し
ているのである。しかしながら，「平均価値からの観点からの不均衡ではない」
（高島永幹教授）のは，「中位規定」と「平均規定」との場合だけであって，「最
悪規定」と「最良規定」の場合には不均衡が見られるのである。
さて，以上の諸章句にしたがって，市場価格と市場価値の相互関係という点
から，最悪規定について検討しよう。
需要が供給よりも大きければ， 「ある買い手が一ーある限界内で—他の買
い手よりも高い値をつけ， かくしてその商品をすべての買い手たちにたいし
て，市場価値イコール平均価値よりも高価にするのであるが，他面では売り手
たちが共同して，一つの高い市場価格で売ろうとする」 (Gの24)。この結果，
10) Kil, 2. 0 : Werke, 204. 向坂訳本l/fil, 239-40。長谷部訳本⑧167。委員会訳本
④ 243-44。
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市場価格は市場価値＝平均価値から上方に偏荷するであろう。この市場価格が
上昇して，最悪の諸条件のもとでの個別的価値に達したとしよう。この個別的、
価値が，いまでは，市場における「一般的な価値」＝「共通的な価値」， つま
り新市場価値であるといえよう。
たとえば，「平均規定（その2)」のばあいには， 再生産の「普通の規模」が
12, 600労働時間であった，と想定しよう。 この商品量が「個数で」表現され
れば 100個だと仮定しよう。再生産が所与の規模でなされて供給量が不変であ
るにもかかわらず，需要が膨脹して 1031/sa個となったとしよう。この場合に
は，買い手たちの競争は，高い値をつけて， 126労働時間という市場価値＝平
均価値以上に市場価格を昂騰せしめるであろう。売り手たちも共同して，一つ
の高い市場価格で売ろうとする。それゆえに， 市場価格は， 126労働時間とい
う市場価値＝平均価値から，または126円という市場価格から， 上方に偏筒す
る。この市場価格が，限界的価格である130円に達したとしよう。市場価格は，
最悪の諸条件のもとでの商品量の個別的価値に等しい。この限界的個別価値が
市場での「一般的な価値」＝「共通的な価値」， すなわち市場価値であるであろ
う。こうして，最悪規定が成立するのである。
要するに，需要が大きくて，市場価格が平均価値＝市場価格から偏俺し，最
悪の諸条件のもとでの商品量の個別的価値の高さまで上昇したとすれば，市場
価格が表現している価値は，ほかならぬ最悪の諸条件のもとでの商品量の個別
的価値なのである。したがって，この限界的個別価値が，市場での「一般的な
価値」＝「共通的な価値」， つまり市場価値になりえたのである。換言すれば，．
最悪の諸条件のもとでの商品量の個別的価値が市場価値を規制する。このばあ
いには，需給の不一致が最悪規定を招来したといえよう。つまり，需要＞供給
→市場価格が平均価値＝平均価格から上方に偏俺→市場価格＝限界的個別価値
→限界的個別価値＝限界的市場価値。
ここで注意しておくぺきことは， っぎのことである。最悪規定のばあいに
は，①市場価値総額と価値総額とは一致していないこと，R商品総量の生産に
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必要な社会的労働の大いさは支払能力ある社会的欧望の大いさとは一致してい
ないこと，③最悪規定と，大量商品がいずれの諸条件のもとで生産されている
かということとは，無関係であるということ，④大量商品が最悪の諸条件のも
とで生産されているなれば，限界的市場価値130は， 126という平均価値に近似
的となりうるということ，⑥社会的欲望の程度をぬきにしての，大量規定は原
＇理論的にありえないということ，⑥問題の市場で 100個が販売されているかぎ
りでは，需要の量と供給の量とは一致しているが，しかし「平均価値の観点か
ら」は不均衡なのである，ということ等。
(3) 不明瞭な〔m〕の箇所について
不明瞭な〔m〕の箇所とはつぎのとおりである。
「需要が供給にくらべて弱ければ，有利に生産される部分が一―—その多少に
かかわらず一ーその価格をその個別的価値にまで収縮することによって，無理
やりに場所を占める。市場価値は，供給が需要を甚だしく超過するばあいを除
けぱ， 最良の諸条件のもとで生産される諸商品の個別的価値とは一致しえな
い」。
上の章句をいかに解釈すればよいのか。上の章句の前半は．つぎのように考
れえばよいであろう。すなわち， 「供給が需要よりも大きければ， ある一人が
より安く売りとばすことを始め， 他の者もこれに続かねばならないのである
が，•他方，買い手たちは共同して，市場価格を，できるだけ市場価値よりも低
く押し下げることにつとめる」 (Gの22)。この説明につきるであろう。なお，
文中にある市場価値は， 算術加重平均としての平均価値に合致せるそれであ
る。たとえば．それは表 5の「平均規定に（その3)」おける 114労働時間のこ
とである。
上の章の後半の理解について。上の章句のすぐ前につぎのように述べられて
ある。「最後に， 第3のばあいにおけるように，有利な極で生産された商品量
が，他方の極のものに比してのみではなく，中位の諸条件のものに比しても，
より大きい範囲を占めるならば，市場価値は中位の価値以下に下がる。／両極と
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中位との価値総額0)加算によって計算された平均価値は，ここでは中位の価値
以下にあり，そして，有利な極が占める相対的範囲の如何にしたがって，ある
いは中位の価値に近づき，あるいはそれから遠ざかる」（このか所前出）。ここに
市場価値とは、「両極と中位との価値総額の加算によって計算された平均価値」
0)ことであり，この算術加重平均としての市場価値が，有利な極が占める相対
的範囲の如何にしたがって，あるいは中位の価値に近づき，あるいはそれから
遠ざかることが述べられてある。 これをうけて， 「供給が需要にたいして，は
るかに優勢であるばあいを除けば，市場価値は，この最良の諸条件のもとで生
産された商品の個別的価値とは， 決して一致しない」， というくだりがくる。
ここに市場価値とは，前の章旬での市場価値とまつたく同じものであって，両
極と中位との価値総額の加算によって計算された平均価値に合致せる市場価値
のことなのであろう。したがって，滞給変動による生産諸条件の変化と，これ
に伴う市場価値＝平均価値の上・下について述べていると思われる。マルクス
はいう，「需要と， したがってiJj場価格とが低下すれば， このことは，資本が
引き上げられ， したがって供給が減らされるということに， 導きうる。 しか
し，それはまた，必要労働時間を短縮する諸発明によって，市場価値自体が引
き下げられ，そのことによって， ilj場価格に一致させられるということにも，
導きうる」。 (Gの23)。
たとえば，表 50)「最良規定」のばあいには，供給が需要に比してはるかに
優勢であれば，競争によって， 市場価格は， 114労働時間という平均価値以下
に押し下げられるであろう。そして市場価格は，最良の諸条件のもとでの個別
的価値の貨幣的表現である 110円という価格に一致したとしよう。このばあい
の「一般的な価値」＝「共通的な価値」は，最良の諸条件のもとでの商品量の
個別的価値，すなわち 110労働時間である。 ところで，平均価値としての市場
価値が，必要労働時間を短縮する諸発明によって，その市場価値＝平均価値自
体が引き下げられ，その価値が最良の諸条件のもとでの商品量の個別的価値に
合致させるためには，供給が需要にたいしてはるかに優勢でなければならない
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といっているのである。
要するに，不明瞭な〔皿〕の箇所のゴシック体の市場価値は，限界的市場価
値ではなくして，平均価値としての市楊価値のこととして読みとられなければ
ならない。
(4) 不明瞭な〔IV〕の箇所について
不明瞭な〔IV〕の箇所はつぎのとおりである。「第 1の偏俯は，商品量が過小
なばあいには，つねに，蚊悪の諸条件のもとで生産された商品が，市場価値を
調節し， 過大なばあいには， つねに， 最良の諸条件のもとで生産された商品
が，市場価値を調節するということであり，したがって，相異なる諸条件のも
とで生産された諸量のあいだの単なる比率からすれば，別の結果が生ずるはず
にもかかわらず，両極の一方が市場価値を規定する，ということである」。
この章句のすぐ前につぎのように述べられてある。「この商品量にたいする
需要もまた，普通のものであるならば．商品はその市場価値〔イコール平均価値〕
どおりに売られる前に研究された三つのばあい〔表5では中位規定と平均規定（そ
の2)と平均規定（その 3)の三つのばあい〕のいずれが， この市場価値を調節す
，しても。この商品盤は，単に欲望を充たすのみではなく，それをその社会
的大いさにおいて充たす。これに反して，商品祉が，それにたいする需要より
も小さいか大きいかするならば，市場価値からの市場価格の諸偏｛奇が生ずる」
このか所前出）。 このくだりにすぐつづいて，「第 1の偏俺は」とくる。したがっ
て，第 1の偏俯とは，市場価値からの市場価格の偏俺のことであるべきであろ
しう。しかるに，「第 1の偏筒」のあとにくるのは，市場価値の限界規定なので
ある。これはどうしたことなのか。生産された商品量が過小なばあいには，既
存の市場価値から市場価格は上方へ偏筒する。そして，最悪の諸条件のもとで
生産された商品撒の個別的価値の高さまで市場価格が上昇したとしよう。この
市場での「一般的な価値」＝「共通的な価値」は，いまや，最悪の諸条件のも
とでの商品量の個別的価値であるであろう。したがって，商品燥が過小なばあ
いには，つねに，最悪の諸条件のもとで生産された商品量の個別的価値が市場
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価格を規制する。市場価格は，市場価値が貨幣で表現されたものであるから，
最悪の諸条件のもとでの商品量の個別的価値が市場価格を規制するといって
も，市場価値を規制するといっても，どちらの表現もまったく同じことであろ
う。
商品量が過小なばあいには，つねに；最悪の諸条件のもとで生産された商品
の個別的価値が市場価値を調節するばあいには，市場価値は，平均価値から上
方に傭俺し，市場価値の貨幣的表現たる市場価格もまた，平均価格から上方に
偏筒している。需要と生産物量との差が，さらに大きければ，市場価格は市場
価値＝平均価値から上方にさらに大きく偏筒するであろう。かように，市場価
格は，平均価値＝平均価格から需給変動により上方に二段に偏俺する。最良規
定のばあいには，下方へ二段に偏箭する:0
需要と生産物量との差が，さらに大きければ，市場価格もまた，さらに大き
く，市場価値から偏侮するときには，市場価格は，平均価値からはもちろんの
こと，限界的市場価値からも偏侍していることはいうまでもなかろう。
ついでに指摘しておけば， 「相異なる諸条件のもとで生産された諸量のあい
だの単なる比率からすれば，別の結果が生ずるはずにもかかわらず」という＜
だりでの，「別の結果」とは， 生産諸条件の変化によって生ずる相異なれる平
均価値の大いさのことである。たとえば，表 5の「最悪規定」のばあいには，
「別の結果」は， 126労働時間であり，「最良規定」のばあいには「別の結果J
は， 114労働時間である。
需給変動による1ri場価格の変動が，最悪の諸条件のもとでの商品量の饂別的
価値を上限として，最良の諸条件のもとでの商品量の個別的価値を下限とし
て，おこなわれるかぎりでは，市場価格は，限界的価値にも一致し，平均価値
にも一致し，中位価値にも一致することになるであろう。いま，最悪の諸条件
のもとでの商品量の個別的価値に市場価格が一致したときには，この商品量の
個別的価値が， 市場における「一般的な価値」＝「社会的な価値」， すなわち市
場価値となりうるであろう。市場価格＝中位的平均価値の＇ときには，中位的平
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均価値が，市場価格＝中位的価値のときには，中位的価値が，市場価格＝平均
価値のときには，平均価値が，最良の諸条件のもとでの商品量の個別的価値＝
市場価格のときには， この個別的価値が， それぞれ，「一般的な価値」＝「社会
的価値」， すなわち市場価値となりうるであろう。 これらのばあいのいずれで
も，市場価格は市場価値の貨幣的表現である。マルクスがこう考えていたから
こそ，マルクスは市場価値規定にかんして， 「ここでは， 市場と異なるかぎり
での，市場価格を取り扱うのではなく，市場そのものの種々の規定を，取り扱
うのである」と述べたのであり，市場価値と市場価格を同一視した叙述をなし
たりしているのである。 たとえば， 「需要がわずかばかりでも優勢であれば，
不利な条件で生産された諸商品の個別的価値が，市場価格を規制する」という
くだりでの，市場価格は，市場価値の貨幣的表現であるそれなのである。した
がって，市場価格を規制するということは，市場価値を規制するということと
同じ意味をもつであろう。そしてまた， 「商品量が， それにたいする需要より
も小さいか大きいかするならば；市場価値からの市場価格の諸偏侮が生ずる」
と述べて， 「そして第1の偏筒は」と述べられれば， 需給の不一致から生ずる
市場価格の市場価値＝平均価値からの偏箭が述べられるはずにもかかわらず，
市場価値の平均価値の偏綺が述ぺられてある。したがって，この市場価値が貨
幣で表現されれば市場価格となり，市場価値も市場価格も同一事物の両側面な
のである。ここでの市場価値の諸規定では，市場価値と市場価格は，形影相伴
うのである。もちろん，現実には市場価格は，需給の変動により，市場価値を
中心として，振動することはいうまでもない。しかし，大なり小なりの一期間
全体をみれば，供給と需要はたえず一致して，諸市場価値から偏侮する諸市場
価格は， 「それらの平均数によって見れば， 諸市場価値にまで平均化される。
すなわち，諸市場価値からの諸偏侍は，プラス・マイナスとして相殺されるか
らである」 (Gの22)。
• 以上で，一応，「不明瞭な箇所」の検討を終えたわけである。結論は，「不明
瞭な箇所」のゴシック体活字の市場価値は， 市場価格の誤字とはいえない。
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「社会的欲望の程度， すなわち量」をぬきにしての， 「大量規定」説を峻拒す
る。もっとも，最悪の諸条件のもとに大量滴品があるような「最悪規定」の場
合には限界字平均となり，社会的に必要な平均労働時間に近似的な労働時間に
よって，市場価値が規定されることはいうまでもなかろう。いずれ機をみて，
諸先搬諸氏の諸労作のすべてを検討して御教示を得たく思っている。ひとま
ず，本稿を終えたい。
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